
徳山工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 特別研究
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 6
開設学科 情報電子工学専攻 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 3
教科書/教材 特に指定なし
担当教員 大橋 正夫,義永 常宏,奥本 幸,重村 哲至,原田 徳彦,髙山 泰博,新田 貴之,栁澤 秀明,宮﨑 亮一,室谷 英彰
到達目標
研究テーマについて調査研究することにより、文献の調査の仕方を学び、論文の読み方に慣れること。また研究によりその分野の技術について
深く理解すること。その他、論文にまとめることにより、論文を書くことに慣れること。学会で研究発表を体験することなどである。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
研究遂行能力 特別研究を完遂できる。 特別研究をほぼ完遂できる。 特別研究を完遂できない。
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

各担当教員の指導のもとに研究計画を立て、特別研究を進める。情報電子工学専攻の特別研究担当教員が主に実施して
いる研究テーマを以下に挙げる。
【知識情報系（情報工学）】
義永 常宏：オートマトン理論に関する研究
奥本　幸：画像認識システムの実用化に関する研究
高山 泰博：自然言語処理および文書処理に関する研究
宮崎　亮一：音声・音響処理に関する研究
【コンピュータシステム系（情報工学）】
重村 哲至：教材用計算機システムに関する研究
柳澤 秀明：分散システムに関する研究
【電子通信系（電気電子工学）】
大橋 正夫：層状無機結晶の合成と性質に関する研究
原田 徳彦：光情報処理応用
新田 貴之：コンピュータを援用した教育支援環境の構築に関する研究
室谷 英彰：半導体材料および半導体デバイスの特性評価と応用に関する研究

授業の進め方・方法
各研究テーマに対して、特別研究担当教員の指導により計画的に研究を進める。成果を特別研究論文にまとめ、特別研
究発表会にてプレゼンテーションを行う。特別研究論文の提出にあたっては、担当教員との連絡を密にすること。決め
られた提出期限の少なくとも２週間前までには初稿をまとめ、担当教員の指導を受けるものとする。指導教員および指
導教員以外の教員からの助言を受けた後､提出期限までに１週間以上の期間を確保して最終稿をまとめること。

注意点 指導教員（主査）・副査および研究協力者からのコメントにもとづき計画的に研究を進め、問題点が生じた場合には自
ら改善案を考え出していくことを試みることが重要である。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週 成果の要旨を作成する。 研究の成果を簡潔な文書にまとめることができる。
12週

13週 特別研究論文を作成する。 研究の目的・手法・結果・成果を適切な文書にまとめ
ることができる。



14週

15週 研究の成果を学内の発表会で発表する。 実施してきた研究内容の成果と重要性をわかりやすい
プレゼンテーションとして説明することができる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 4
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 4 後11,後13

書籍、インターネット、アンケート等により必要な情報を適切に
収集することができる。 4

収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、活用すべき情
報を選択できる。 4

収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配慮する必要が
あることを知っている。 4

情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響範囲について
自己責任が発生することを知っている。 4

情報発信にあたっては、個人情報および著作権への配慮が必要で
あることを知っている。 4

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 4 後15

あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための情報収集がで
きる 4

複数の情報を整理・構造化できる。 4
特性要因図、樹形図、ロジックツリーなど課題発見・現状分析の
ために効果的な図や表を用いることができる。 4 後11,後13

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 4

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 4

適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。 4
事実をもとに論理や考察を展開できる。 4
結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 4

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 4
公衆の健康、安全、文化、社会、環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべきことを認識している。 4

課題や要求に対する設計解を提示するための一連のプロセス(課
題認識・構想・設計・製作・評価など)を実践できる。 4

提案する設計解が要求を満たすものであるか評価しなければなら
ないことを把握している。 4

経済的、環境的、社会的、倫理的、健康と安全、製造可能性、持
続可能性等に配慮して解決策を提案できる。 4

評価割合
特別指導教員評
価 論文評価 プレゼンテーシ

ョン評価 合計

総合評価割合 60 20 20 0 0 0 100
総合的能力 60 20 20 0 0 0 100


